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≪行事開催の記録≫平成 22 年度 地域セミナーin 岩手 

東北地域における森林 GIS の現状 

開催日：11 月 15 日（月）11 時～17 時 30 分 

場 所：いわて県民情報交流センター アイーナ 

〒020-0045 盛岡市盛岡駅西通一丁目７番１号 

 

新潟大学 村上拓彦 

 

 例年、地域における森林 GIS の普及啓蒙をテーマに開催されている地域セミナーですが、今年度は

「東北地域における森林 GIS の現状」と題して 11/15 にいわて県民情報交流センター アイーナに

て開催致しました。101 名の方にご参加頂き、7 件のご講演、2 件の賛助会員企業様からの話題提供、

4 件の賛助会員企業様による企業展示を盛況のうちに開催させて頂きました。 

 

（開催内容） 

■【賛助会員による森林 GIS のデモ】 11 時～17 時  
東京スポットイマージュ、日本森林技術協会、パシフィックコンサルタンツ、パスコ 

■ 【地域セミナー】 13 時 00 分～17 時 30 分 

 13:00 開会宣言､会長あいさつ 

 【講演】｢岩手県の森林 GIS について｣ 

上部 明広(岩手県農林水産部森林整備課) 

 【講演】｢新たな GPS 機器を活用した森林管理の効率化に向けた検討について｣ 

後藤 敏(東北森林管理局企画調整室) 

 【話題提供】｢市町村における森林 GIS の取り組み事例 ｣(パスコ) 

 【講演】｢安価な GPS による中小規模林家の地図情報管理の検討｣ 

小谷 英司(森林総研東北支所) 

（休憩） 

 【講演】｢GIS による松くい虫被害の戦略的防除｣ 

小澤 洋一(岩手県林業技術センター) 

 【講演】｢岩手県におけるシカ分布｣ 

堀野 眞一(森林総研東北支所) 

 【講演】｢パンシャープン立体視画像の森林管理への応用｣ 

横山 隆三(岩手大学地域連携推進センター) 

 【講演】｢次世代森林 GIS の基幹レイヤーは、空中写真精密オルソです!｣ 

中北 理(森林総研東北支所) 

 【話題提供】｢デジタル撮影空中写真の PC 上での立体視計測 ｣ 

大萱直花(日本森林技術協会) 

17:30 閉会  



 

≪行事開催の記録≫東京シンポジウム 2011 

森林 GIS による野生動植物管理 

開催日：2011 年 2 月 7 日（月） 

場所：東京大学農学部弥生講堂 

 

新潟大学 村上 拓彦 

 

 例年、当フォーラムの年度末を飾る行事として企画されている東京シンポジウムですが、今年度は 

「森林 GIS による野生動植物管理」と題して 2/7 に開催致しました。当シンポジウムは各県の森林

計画担当者の方の出席の便を考慮して森林計画研究会の前日開催が通例となっております。今回は

86 名の方にご参加頂き、4 件のご講演、2 件の賛助会員企業様からの話題提供、賛助会員企業様に

よる企業展示を盛況のうちに開催させて頂きました。以下に当日の配付資料を掲載し、開催記録とさ

せて頂きます。 

 

（開催内容） 

■【賛助会員による森林 GIS のデモ】 11 時～16 時  

■【シンポジウム】 13 時 00 分～1６時 30 分 

●13:00 開会宣言 

●13:00 会長あいさつ 

●13:05 【講演】 

河野 裕之（林野庁） 

「デジタル森林空間情報等の動向について」 

●13:25 【講演】 

杉村 尚（（財）自然環境研究センター） 

「野生動植物管理に使用できる生物データとその利活用について」 

●14:05 休憩 

 

●14:20 【講演】 

宮本 麻子（森林総合研究所） 

「野生生物生息環境分析への GIS の活用事例」 

逸見 一郎（NPO 法人 地域自然情報ネットワーク） 

「生物多様性保全の時代に森林 GIS に求められるもの」 

●15:10 休憩 

 

●15:30 

賛助会員企業による技術報告 

  パシフィックコンサルタンツ（株） 

「森林 GIS と森林情報の最新活用事例」 

  （社）日本森林技術協会 

「森林情報、森林 GIS の有効化に向けた取組み」 

●16:30 閉会 



 

  （重要）Ｅメールアドレスをご連絡下さい。 

 情報配信の迅速化，省力化を図るため，ニューズレター等をインターネットによる配信に切り替え

ています。また，メールアドレスが変わったなどで連絡を取ることができない会員もおられます。お

手数をお掛けしますが，事務局（info＠ fgis.jp）まで，タイトル「FGISメールアドレス」とし，ご

連絡をお願いします。 

 
 
 
 
 
 
＜編集後記＞ 

 森林GISフォーラム事務局長の村上です。ニューズレターVol.47を昨年の9月に発行してから随分

時間が経過してしまいました。本来ならば地域セミナーの報告号を昨年12月ぐらいに出す予定だった

のですが，なかなか編集作業に入れず大変申し訳ない限りです。今号は昨年11月に開催された地域セ

ミナーin盛岡と2月に開催された東京シンポジウムの開催報告を掲載させて頂きました。地域セミナ

ーの会場はほぼ満員で大変盛況でした。今回コーディネートしていただいた東北地区委員の小谷氏に

は大変お世話になりました。ただ，企業展示を見る時間が十分に確保できなかったのが残念でした。

出展にご協力いただいた賛助会員企業，団体の方々にはこの場を借りてお詫びいたします。東京シン

ポジウムは野生鳥獣問題と森林GISに関して大変興味深い発表が並びました。例年のことですが、会

場の段取り、要員の確保等、東京大学広嶋先生に大変ご尽力を頂きました。この場をお借りして御礼

申し上げます。 

新年度も森林GISフォーラムの活動にご協力・ご支援よろしくお願いいたします。 

 
 

森林GISフォーラム 

 ニューズレター Vol．48 

  発行日 2011年5月 

  編集人  村上 拓彦 

  発行人  村上 拓彦 

  森林GISフォーラム事務局 

      〒950-2181  新潟市西区五十嵐2の町8050番地 

            新潟大学農学部 内 

        TEL/FAX : 025（262）6627 

        E-mail : info ＠ fgis.jp 

      ホームページ ：http://www.fgis.jp/ 

 





 

 
 

 

図２ 狩猟による捕獲位置データと自然環境保全基礎調査でのニホンジカ分布データの比較例 

図１ 自然環境保全基礎調査データの公開例 



野生生物生息環境分析への GIS の活用事例 
 

森林総合研究所 宮本麻子 
 

１．はじめに 
 近年、人里においては野生動物による農作物被害や人身被害、また、野生動物同士の競

合などが深刻な問題となっている。人と野生動物等のコンフリクトを防ぎ、被害を回避す

るために、GIS は生息状況の可視化、原因分析のツールとして有効なツールである。 
 本報告では、GIS を利用したツキノワグマの出没環境分析とフリーGIS ソフトを用いた

出没危険地域地図作成事例について報告する。 
 
２．ツキノワグマの出没環境分析 
 2004 年秋、全国的にツキノワグマ(Ursus thibetanus)の人里への出没が相次ぎ、作物被害の

みならず、人身被害も発生するなど、社会的に大きな問題となった。北陸地方では里地里

山や集落、さらには市街地にまで出没するクマが多く見られ、類をみない被害が発生した。

ここでは、富山県立山町を対象として、2004 年度から 200７年度のツキノワグマの出没情

報（目撃・痕跡・捕獲）を用い、出没エリアの環境解析を行った。その結果、多くの出没

報告が見られた 2004 年度および 2006 年度と出没報告の少なかった 2005、2007 年度とで

は、出没の範囲（標高や林縁からの距離）に違いがあることが明らかになった。さらに、

この地域に見られる地形的特徴である河岸段丘が、森林域から平野部への出没に移動経路

として働く可能性が示唆された。 
 
３．フリーGIS ソフトによる出没危険地域地図の作成 

ツキノワグマの人里出没が取り沙汰されるようになった 2004 年以降、多くの市町村、県

では出没情報の蓄積やその公開が行われている。GIS はこれらの情報を視覚化、分析する

ための有効なツールであるが、設備投資にある程度の費用を要するものが多い。しかし、

近年では、フリーGIS ソフトも充実しつつある。ここでは、フリーGIS ソフト、無料また

は安価なデータを利用して、どのような出没危険地域地図が作成できるか試みたので、そ

の結果を報告する。 
 
 
本研究は、環境省公害防止等試験研究費により実施されました。 












